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令和 7 年 3 月 25 日（火） 

大田区立大森第三中学校 

校 長  笛 木 啓 介  

大田区中央４－１２－８ 

本日、本校第七十六回卒業式を挙行するにあた
り、多くのご来賓の皆様方のご臨席、そして、保
護者の方々のご列席をいただきましたことを、厚
く御礼申し上げます。 

 保護者の皆様にとりましても、このように立派
に成長した我が子の晴れ姿をご覧になり、感無量
の思いがあるかと存じます。心からお喜び申し上
げます。本校の教育活動に、大きなご理解と多大
なご協力をいただきましたことを深く感謝いた
します。 

 さて、卒業生のみなさんに伝えたいことは、そ
れぞれが自ら選んだ道を、自信をもって、正しく、
たくましく、堂々と歩んでいかなければならな
い、ということです。そこがどんな場であっても、
それは自分で選んだ道であることを十分に理解
しなければいけません。そして覚悟しなければい
けません。皆さんの多くは、「高校への進学」と
いう道を選択しました。高校は、勉強をするとこ
ろです。勉強は、多くの人にとって決して楽しい
ものではなく、学んだ知識を自分のものとする過
程は非常に苦しいものです。しかし、その苦しさ
を選んだのは誰でもない、あなた自身なのです。
だから、簡単に放棄したり、意味なく挫折しては
いけません。自ら選んだ以上、強い意志をもって
最後までやり遂げてほしいと願っています。 

また、学校も社会に出て働く職場も、そしてあな
た自身の生き方についても、最終的に選択する権
利は自分にあります。しかし権利をもつというこ
とは、そこには果たさなければならない義務が生
じるということです。自分の選択したことに対し
て責任をもつということは、この社会に生きる
我々人間にとって、絶対に必要なことだというこ
とを是非理解してほしいと思います。 

 さて、「選択の権利」という言葉は、「選択の自 

由」と置き換えることもできます。私たちには自
由が保障されています。この自由というものは、
人間の根源的な権利です。自由がある、自分の思
い通り、自由に生活できるということは、一見と
ても素敵なことに思えます。しかし、自由という
のは、自由を持つということは、そんなに生易し
いものではないと考えています。権利の裏側にあ
る義務と同じように、自由の裏側にも責任という
ものがあるからです。 

自由ということについて、作家の芥川龍之介さ
んの言葉です。 

 

 自由は山巓（さんてん）の空気に似ている。 

 どちらも弱い者には耐えることはできない。 

  

山巓（さんてん）とは山の頂、頂上のことです。
頂上に到達するためには、強いからだと、なによ
り強い精神力が必要です。絶対登ってやろうとす
る強い意志がなければ、決して登りきることはで
きません。それと同じように、自由を享受するた
めに必要な責任を、しっかり果たすためには、ど
んなに辛いこと、苦しいことがあってもそれを乗
り越えていくための人間的な強さが必要なので
す。人間的なたくましさを身に付けてください。 

変化の激しい、大きな困難を無数に抱えていま
す。皆さんがこれから生きる世界は、そんな世界
です。皆さんが社会の第一線で活躍する二十年
後、三十年後、世界がどのように変わっているの
かを想像することはとても難しいことです。しか
し、たとえそれがどのような世界であっても、自
らを磨き続け、日々の確実な一歩を積み重ねるこ
とができれば、どんな困難があろうとも、みなさ
んは必ずそれを乗り越え、幸せな社会をつくるこ
とができると確信しています。  

４ 月 の 行 事 予 定 

※大森三中 相談室直通電話 （３７７３）７８３１ 

スクールカウンセラー出勤予定日については、次年度にご紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「春休みの生活について」 

生活指導主任   

 

令和６年度がまもなく終わります。この１

年間、様々な学習活動を通して、生徒は大き

な成長を見せてくれました。 学年末・学年始

めは、生徒が自分自身の努力や成長を振り返

るとともに、新しい学校・学年に向けて新年

度を迎える準備をするために重要な時期で

す。 

しかし、今後の見通しがもちづらい状況下

において、漠然とした不安や深刻な悩みを抱

える児童・生徒の増加が心配されます。学校

では、「不安や悩みを抱えたときに、身近にい

る信頼できる大人に相談することの大切さ」

について、継続して指導を行っております。

この春休み、ご家庭でのコミュニケーション

の充実をお図りいただき、生徒の心身の変化

に目を向けていただければと思います。また、

生徒に少しでも気になる様子が見られる場合

は学校や相談機関に相談をお願いいたしま

す。24 時間受付の「東京都いじめ相談ホッ

トライン」など、外部の相談機関の連絡先が

記載された資料を生徒に配布いたします。ぜ

ひご活用ください。学校・家庭・地域で連携

し、子どもが安心して相談できる環境の構築

を行っていきたいと思います。ご協力よろし

くお願いいたします。 

また、「東京都自転車の安全で適正な利用の

促進に関する条例」により、令和２年４月１

日から自転車損害賠償保険等への加入の義務

が課せられています。また令和５年４月１日

から改正道路交通法の施行により、全ての自

転車利用者に対する乗用車ヘルメット着用が

努力義務化されています。ぜひご家庭でもご

確認いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

加えて、外出の際には行先・目的・同行者・

帰宅時間を必ず確認するようお願いいたしま

す。特に夜間の外出は、事件・事故・トラブ

ルに巻き込まれたり、非行行動につながる可

能性が高くなります。生徒だけでの夜間の外

出は避けるなど、ぜひ危機管理意識を高めて

いただければと思います。 

生徒一人ひとりが安全で充実した春休みを

過ごし、希望と意欲をもって令和７年度を気

持ちよく迎えられることを願っています。 

 
令和 7 年度 第１学期始業式の予定 

 
新年度の始まり、令和７年度始業式は次の時

程で実施します。新年度にむけて、進級の意識
をもちよいスタートが切れるよう、春季休業を
過ごし、新年度への準備をしておきましょう。 
 
令和７年４月７日(月) 
8:35～ 新学級の発表 校庭にて 
 
8:50～ 新学級の教室にて、出席確認 
     体育館への入場準備 
 

～体育館へ移動～ 
 
9:05～ 着任式・第１学期始業式 
 
10:15～ 各クラスで学活 
 
11:00～ 清掃 

２年生は、翌日からの 1年生のために 
    １年生の教室の清掃もあります。 
 
11:20 翌日の入学式準備の生徒以外は下校 
 
11:20～12:20 入学式準備 
    その後、係生徒も下校です 
 
いよいよ、令和 7 年度もスタート、心機一転、
気持ちも新たに取り組もう！ 

3 月 19 日(水)に第 76 回卒業式を挙行しました。153 名
の卒業生が、地域・保護者のみなさま、そして在校生に見守
られ、みんな胸を張って大森第三中学校を巣立ちました。 


